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 要 旨   

 

目的： 

肥満（BMIと腹囲）と飲酒の非アルコール性脂肪肝（NAFLD）とアルコール性肝疾患（ALD）

の発症・死亡への複合影響を明らかにする。 

 

方法： 

飲酒量は英国のガイドラインで分類した（週 14単位）。データを Cox比例ハザードモデルで分

析した。約 46 万人の平均 10.5 年の追跡期間中に、1090 の肝疾患死亡、230 の ALD、192 の

NAFLDが発症した。 

 

結果： 

多変量解析において、飲酒する肥満者の ALD, NAFLD 発症、肝疾患死亡リスクは、正常体重

者よりも高かった。飲酒する肥満者は、正常体重者にくらべ肝疾患発症で 1.52、肝疾患死亡で

2.20 の高いハザード比を示した。飲酒と腹囲の肝疾患発症・死亡への影響は同程度だった。飲

酒および高い腹囲の人は、腹囲正常の人より肝疾患発症・死亡リスクが高かった（ハザード比

1.59, 1.87）。 

 

結論： 

肥満は、飲酒による肝疾患発症・死亡リスクを増強するエビデンスが得られた。 

 

 


